
株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするとともに、当社株
式への投資の魅力を高めることを目的として、株主優待制度
を導入しております。

100th ANNIVERSARY
年企業を目指して100

Innovation for Access

証券コード：3434

2018年度 報 告 書

2018年4月1日～2019年3月31日

株主の皆さまへ
自動車部品事業 セキュリティ機器事業

計
調整額 

（セグメント間
 取引消去）

連結損益計算書
計上額日本 北米 アジア 欧州 日本 海外

売上高 7,977
（△11.8%）

15,004
（+8.1%）

20,255
（+6.3%）

7,196
（△8.6%）

9,034
（+6.9%）

875
（+15.6%） 60,344 — 60,344

営業利益 △ 156
（—）

949
（△25.3%）

1,203
（+22.0%）

△ 26
（—）

976
（+6.7%）

356
（+50.8%） 3,302 △ 86 3,215

（単位 百万円）

 （　　）内は前期比増減率

セキュリティ機器事業自動車部品事業

● キーセット ● アウトサイドドアハンドル 
● インサイドドアハンドル 

● 電気錠 ● 南京錠 ● 自動販売機用・産業機器用ロック
● コインロッカー ● 貴重品ロッカー ● 宅配ロッカー

▲ 電動ステアリングロック

▲ アウトサイドドアハンドル インサイドドアハンドル ▲

インテリジェントキー ▲

▲ ステアリングロック

▲ 電気錠

▲ コインロッカー

▲ 南京錠▲ 貴重品ロッカー

連結財務ハイライト 会社情報（2019年3月31日現在）

連結セグメント情報

対象
毎年3月末日の株主名簿に記録された1単元（100株）以
上の株式を保有していただいている株主の皆さまを対象
とします。

ご優待
内容

所有株式数に応じて、以下の優待内容をお届けします。

所有株式数 贈呈内容

100株以上 1,500円相当 オリジナルカタログ掲
載の左記金額相当の
食品及び地方特産品
などから、ご希望商品
を1点贈呈いたします。

300株以上 2,000円相当

1,000株以上 3,000円相当

株主優待制度について

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
剰余金配当の基準日 期末配当　3月31日

中間配当　9月30日
1 単 元 の 株 式 数 100株
公 告 掲 載 紙 日本経済新聞
株 主 名 簿 管 理 人 特
別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
新東京郵便局私書箱29号
東京都府中市日鋼町1-1
電話 0120-232-711（通話料無料）

（注） 1. 証券会社等の口座に記録された株式に関するお問い合わせにつきましては、お取引のある
証券会社等にお問い合わせください。

 2. 未払い配当金につきましては、当社株主名簿管理人の三菱UFJ信託銀行全国本支店にて
お支払いの手続きをいたします。

 3. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座管理機関
である、三菱UFJ信託銀行にお問い合わせ下さい。

株主メモ 

連結セグメント情報

事業別の概況 地域別の概況

6.1％増

2.7％減16.4％

83.6％

●自動車部品事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

2.8％減1,970百万円
50,432百万円 1.2％増

●セキュリティ機器事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

15.7％増1,332百万円
9,909百万円 7.6％増

●日本

売 上 高

営業利益

前 期 比

820百万円
17,011百万円

●海外

売 上 高

営業利益

前 期 比

3.2％増2,482百万円
43,330百万円 4.2％増

71.8％ 28.2％

売上高 （百万円）

25,865

54,497

28,546

53,610

313

2,053

3,1182,950
3,212

51,066
59,060

27,295

51,519

△397

96

1,334

50,023

29,844

55,4682,000 2,024

2,517

1,651

48,613

営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 総資産・純資産 （百万円）

15/3 16/3 18/317/3

自己資本比率 （％）

純資産
総資産

15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/319/3 19/3 19/317/3

15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/317/3

52.1
51.3 51.7

46.0

28,293

55,392

3,2913,21560,344

2,139

19/319/3 19/3

49.7

▼詳しくは、以下のURLをご参照ください。

▶︎商品一例

https://www.kk-alpha.com/ir/benefit.html

社 名
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
主な事業内容	

営 業 所

株式会社アルファ（英文社名 ALPHA Corporation）
1923年4月14日
1938年4月27日
27億6千万円
432名（単体） 4,852（連結）
キー＆ロックを中心とした自動車部品・住宅製品・コインロッカー
製品の開発・製造・販売およびサービス・リース・オペレーション
大阪営業所

会社概要

本株主通信は、
環境保全のため再生紙を使用し、
「植物油インキ」で印刷しています。

株式会社アルファ
〒236-0004
神奈川県横浜市金沢区福浦一丁目6番8号

Tel  045-787-8401　 Mail  ir@kk-alpha.co.jp
https://www.kk-alpha.com ● 当社ＨＰもあわせてご覧ください

ＩＲに関する
お問い合わせ

日本・韓国リージョン .................................................4社 （うち非連結子会社：1社）
北米リージョン ..........................................................4社
中国リージョン ..........................................................4社 （うち非連結子会社：1社）
ASEAN・インドリージョン..........................................4社
欧州リージョン ..........................................................5社 （うち非連結子会社：1社）

グループ（国内：３社／海外：18社）

（注） 1. 取締役のうち、上坂こずえ氏、磯貝和敏氏の両氏は社外取締役であります。
 2. 監査役のうち、鈴木知己氏、藤間新氏の両氏は社外監査役であります。

上 坂 こ ず え
磯 貝　 和 敏
大 井　 信 幸
鈴 木　 知 己
藤 間　　 新

取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

代 表 取 締 役 社 長
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

川 名　 祥 之
佃　　 安 彦
斉 藤　 雄 一
山 本　 昌 明
入 澤　　 昭

役員

発行可能株式総数 .............................................................. 40,800,000株
発行済株式総数 .................................................................. 10,200,000株
株主数 ..........................................................................................10,566名

株式の状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記では自己株式を控除して計算しており
ます。

117,599株（1.2％）／27名
証券会社等

535,528株（5.6％）／65名
外国法人等

3,839,495株（40.2％）
10,354名

個人・その他
2,526,300株（26.4％）
27名

金融機関

その他国内法人
2,533,600株（26.5％）／93名

株式分布状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記大株主（上位10社）から除外し、 
持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

株式会社ハイレックスコーポレーション 1,710 17.90
株式会社三井住友銀行 477 4.99
日産東京販売ホールディングス株式会社 379 3.96
アルファ従業員持株会 314 3.29
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 239 2.51
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 238 2.49
株式会社りそな銀行 230 2.40
株式会社みずほ銀行 160 1.67
遠藤　宏 152 1.59
株式会社三菱UFJ銀行 150 1.57

大株主
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新中期経営計画前中期経営計画

営業利益率（％）営業利益（億円）売上高（億円）

基本方針

目標達成に
向けた 1

新事業・新商品開発
成 長

2
収益基盤の強化

安 定
3

人材育成
、　 を実現するための1 2

8％以上

50％以上

25％以上

6％以上

700億円

数値目標

ROE

自己資本比率

新商品
売上高比率

営業利益率

売上高

42

31.5323230

13

603591

511500

原動力

4

5

6

1

2

3

前期末
2018年3月31日現在

当期末
2019年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 28,423 30,010

固定資産 25,167 25,363

　有形固定資産 16,329 17,556

　無形固定資産 1,812 3,059

　投資その他の資産 7,026 4,748

繰延資産 19 18

資産合計 53,610 55,392

【負債の部】

流動負債 16,236 19,134

固定負債 8,827 7,963

負債合計 25,064 27,098

【純資産の部】

株主資本 22,896 24,653

　資本金 2,760 2,760

　資本剰余金 2,952 2,952

　利益剰余金 17,762 19,519

　自己株式 △ 578 △ 578

その他の包括利益累計額 4,836 2,869

非支配株主持分 813 770

純資産合計 28,546 28,293

負債純資産合計 53,610 55,392

7

8

9

10

前 期
2017年 4月  1日〜
2018年 3月31日

当 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

売上高 59,060 60,344

売上原価 47,958 49,405

売上総利益 11,101 10,939

販売費及び一般管理費 7,889 7,723

営業利益 3,212 3,215

営業外収益 399 391

営業外費用 493 315

経常利益 3,118 3,291

特別利益 74 337

特別損失 543 490

税金等調整前当期純利益 2,650 3,137

当期純利益 2,112 2,231

非支配株主に帰属する当期純利益 88 92

親会社株主に帰属する当期純利益 2,024 2,139

株主の皆さまへ

当期（2018年度）の主な取り組み

連結財務諸表

連結貸借対照表の要約 連結損益計算書の要約 （単位 百万円）

11

12

前 期
2017年 4月  1日〜
2018年 3月31日

当 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,339 4,535

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,417 △ 4,865

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,968 1,317

現金及び現金同等物に係わる換算差額 86 △95

現金及び現金同等物の増減額 △ 961 892

現金及び現金同等物の期首残高 7,665 6,704

現金及び現金同等物の期末残高 6,704 7,596

連結キャッシュ・フロー計算書の要約 （単位 百万円）

（単位 百万円）

特　集

　さらなる企業価値の向上を目指し、新中期経営計画（2019-2022）を策定しました。
　前中期経営計画から引き続き、「新事業・新商品開発」、「収益基盤の強化」、「人材育成」の3つの基本方針の下、中期経営計画最終
年度の目標を達成すべく推し進めていきます。

新中期経営計画（2019-2022）を策定しました

　当社の主力製品であるドアハンドルについて、欧州での事業を更に
拡大し、塗装ドアハンドルに対する需要拡大が見込まれるため、フラン
ス・スロバキアの自動車用内外装塗装部品会社を子会社化しました。

　戸建・賃貸住宅用宅配
ボックス「ed-CUBE」を
販売開始しました。なお、
本製品は当社製の電気
錠と併せて設置すること
により、住戸の鍵である
ICカードや暗証番号を宅
配ボックスの鍵として使
用することが可能になり
ます。

収益基盤の強化
〜フランス・スロバキアの 
　自動車用内外装塗装部品会社を子会社化〜

戸建・賃貸住宅用宅配ボックスを
販売開始1 2 9

10

11

12

営業利益	 	
売上高が増加したことにより、前期比3百万円
増（0.1％増）の32億15百万円となりました。

経常利益	 	
営業利益が増加したことにより、前期比1億
72百万円増（5.5％増）の32億91百万円とな
りました。

親会社株主に帰属する当期純利益
前期比1億15百万円増（5.7％増）の21億39
百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フロー	 	
45億35百万円の収入となりました。主な収入
要因は減価償却費の計上であり、主な支出要
因は仕入債務の増加によります。

現金及び現金同等物の期末残高	 	
営業活動によるキャッシュ・フローの収入増、財
務活動によるキャッシュ・フローの収入増等が
あり、現金及び現金同等物の当期末残高は前
期末に比べ8億92百万円増加し75億96百万
円となりました。

1

2

3

4

流動資産	 	
現金及び預金が５億円増加、商品及び製品が
４億77百万円増加したこと等により、流動資
産は前期末比15億87百万円増加し、300億
10百万円となりました。

固定資産	 	
投資有価証券が17億39百万円減少しました
が、建設仮勘定が７億30百万円増加したこと
や、のれんが13億65百万円増加したこと等
により、固定資産は前期末比1億96百万円
増加し、253億63百万円となりました。

資産合計	 	
固定資産、流動資産がともに増加したことか
ら、総資産は前期末比17億81百万円増加
し、553億92百万円となりました。

流動負債	 	
支払手形及び買掛金が６億19百万円増加、
短期借入金が22億50百万円増加したこと等
により、流動負債は前期末比28億98百万円
増加し、191億34百万円となりました。

5

6

7

固定負債	 	
退職給付に係る負債が94百万円増加、長期借
入金が４億71百万円増加しましたが、リース債
務（固定）が７億54百万円減少したことや、繰延
税金負債（固定）が５億14百万円減少したこと
等により、固定負債は前期末比8億63百万円
減少し、79億63百万円となりました。

純資産合計	 	
利益剰余金が17億57百万円増加しましたが、
その他有価証券評価差額金が11億30百万円
減少したことや、為替換算調整勘定が８億36
百万円減少したこと等により、純資産は前期末
比2億52百万円減少し、282億93百万円とな
りました。

売上高	 	
中期経営計画（2017年3月期〜2019年3月
期）の最終年を迎え、基本方針である「収益基
盤の強化」「 新事業・新商品開発」「 人材育成」
をさらに推し進め、着実に取り組んだ結果、売
上高は前期比2.2%増の603億44百万円とな
りました。

8

　QRコード※で利用可能な手荷物預かりロッカーを開発し
ました。「相鉄フレッサイン 日本橋茅場町」のセルフクローク
ロッカーとし
て採用されて
います。
※「QRコード」は株式

会社デンソーウェー
ブの登録商標です。

　これまでの交通系ICカード対応ロッカーの機能を強化し、QRコー
ド対応や日本で初めてスマートフォンを使って、コインロッカーの
予約ができる「スマ
ホdeロッカー」の新
サービス機能を搭載
した新型ターミナル
ロッカーを販売開始
しました。鉄道駅や
空港に設置されてい
ます。

QRコードを活用した
ロッカーを開発

交通系ICカード対応新型
ターミナルロッカーを販売開始3 4

代 表 取 締 役 社 長

川 名　 祥 之

　株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。以下、
当期のご報告等についてご説明いたします。

　当期の連結業績は、引
き続き、中期経営計画の
取り組みが着実な成果を
発揮し、前年度比2.2％の
増収となり、2期連続で過
去最高の売上高を更新しました。自動車部品事業では北米とアジア、セキュリ
ティ機器事業では国内外ともに伸長し、売上拡大に貢献しました。利益面では、
自動車部品事業における国内主要得意先の減産等の影響から前年度比0.1％
増にとどまりました。しかし、自動車部品事業ではASEANにおける実績が大幅
に伸長し、セキュリティ機器事業でも国内外で好調な伸長が見られ、利益拡大
が着実に進んだ結果、営業利益の下支えとなりました。

前期比

売 上 高： 603億 44百万円 2.2％増

営 業 利 益： 32 億 15百万円 0.1％増

当期（2018年度）の業績

前期比

売 上 高： 630億円 4.4％増

営 業 利 益： 31億 50百万円 2.0％減

　世界全体では緩やかに成長するものと予測されますが、米国に端を発した
保護主義的な通商政策が拡がっており、世界経済への影響が懸念されており
ます。このような状況の中、2020年3月期の連結業績の見通しは次のように
予想しております。

来期の業績予想

前期 当期 次期（予想）

配当（年間） 40 円 40 円 40 円

　当期末の配当金は、１株あたり25円とさせていただきました。これにより当
期の年間配当は中間配当15円と合わせて、合計40円となりました。（前期の年
間配当は40円）
　次期の配当金についても、年間40円を予定しております。

株主の皆さまへの配当
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2022
（計画）

2019
（予想）

20182016 20172015

新中期経営計画前中期経営計画

営業利益率（％）営業利益（億円）売上高（億円）

基本方針

目標達成に
向けた 1

新事業・新商品開発
成 長

2
収益基盤の強化

安 定
3

人材育成
、　 を実現するための1 2

8％以上

50％以上

25％以上

6％以上

700億円

数値目標

ROE

自己資本比率

新商品
売上高比率

営業利益率

売上高

42

31.5323230

13

603591

511500

原動力

4

5

6

1

2

3

前期末
2018年3月31日現在

当期末
2019年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 28,423 30,010

固定資産 25,167 25,363

　有形固定資産 16,329 17,556

　無形固定資産 1,812 3,059

　投資その他の資産 7,026 4,748

繰延資産 19 18

資産合計 53,610 55,392

【負債の部】

流動負債 16,236 19,134

固定負債 8,827 7,963

負債合計 25,064 27,098

【純資産の部】

株主資本 22,896 24,653

　資本金 2,760 2,760

　資本剰余金 2,952 2,952

　利益剰余金 17,762 19,519

　自己株式 △ 578 △ 578

その他の包括利益累計額 4,836 2,869

非支配株主持分 813 770

純資産合計 28,546 28,293

負債純資産合計 53,610 55,392

7

8

9

10

前 期
2017年 4月  1日〜
2018年 3月31日

当 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

売上高 59,060 60,344

売上原価 47,958 49,405

売上総利益 11,101 10,939

販売費及び一般管理費 7,889 7,723

営業利益 3,212 3,215

営業外収益 399 391

営業外費用 493 315

経常利益 3,118 3,291

特別利益 74 337

特別損失 543 490

税金等調整前当期純利益 2,650 3,137

当期純利益 2,112 2,231

非支配株主に帰属する当期純利益 88 92

親会社株主に帰属する当期純利益 2,024 2,139

株主の皆さまへ

当期（2018年度）の主な取り組み

連結財務諸表

連結貸借対照表の要約 連結損益計算書の要約 （単位 百万円）

11

12

前 期
2017年 4月  1日〜
2018年 3月31日

当 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,339 4,535

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,417 △ 4,865

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,968 1,317

現金及び現金同等物に係わる換算差額 86 △95

現金及び現金同等物の増減額 △ 961 892

現金及び現金同等物の期首残高 7,665 6,704

現金及び現金同等物の期末残高 6,704 7,596

連結キャッシュ・フロー計算書の要約 （単位 百万円）

（単位 百万円）

特　集

　さらなる企業価値の向上を目指し、新中期経営計画（2019-2022）を策定しました。
　前中期経営計画から引き続き、「新事業・新商品開発」、「収益基盤の強化」、「人材育成」の3つの基本方針の下、中期経営計画最終
年度の目標を達成すべく推し進めていきます。

新中期経営計画（2019-2022）を策定しました

　当社の主力製品であるドアハンドルについて、欧州での事業を更に
拡大し、塗装ドアハンドルに対する需要拡大が見込まれるため、フラン
ス・スロバキアの自動車用内外装塗装部品会社を子会社化しました。

　戸建・賃貸住宅用宅配
ボックス「ed-CUBE」を
販売開始しました。なお、
本製品は当社製の電気
錠と併せて設置すること
により、住戸の鍵である
ICカードや暗証番号を宅
配ボックスの鍵として使
用することが可能になり
ます。

収益基盤の強化
〜フランス・スロバキアの 
　自動車用内外装塗装部品会社を子会社化〜

戸建・賃貸住宅用宅配ボックスを
販売開始1 2 9

10

11

12

営業利益	 	
売上高が増加したことにより、前期比3百万円
増（0.1％増）の32億15百万円となりました。

経常利益	 	
営業利益が増加したことにより、前期比1億
72百万円増（5.5％増）の32億91百万円とな
りました。

親会社株主に帰属する当期純利益
前期比1億15百万円増（5.7％増）の21億39
百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フロー	 	
45億35百万円の収入となりました。主な収入
要因は減価償却費の計上であり、主な支出要
因は仕入債務の増加によります。

現金及び現金同等物の期末残高	 	
営業活動によるキャッシュ・フローの収入増、財
務活動によるキャッシュ・フローの収入増等が
あり、現金及び現金同等物の当期末残高は前
期末に比べ8億92百万円増加し75億96百万
円となりました。

1

2

3

4

流動資産	 	
現金及び預金が５億円増加、商品及び製品が
４億77百万円増加したこと等により、流動資
産は前期末比15億87百万円増加し、300億
10百万円となりました。

固定資産	 	
投資有価証券が17億39百万円減少しました
が、建設仮勘定が７億30百万円増加したこと
や、のれんが13億65百万円増加したこと等
により、固定資産は前期末比1億96百万円
増加し、253億63百万円となりました。

資産合計	 	
固定資産、流動資産がともに増加したことか
ら、総資産は前期末比17億81百万円増加
し、553億92百万円となりました。

流動負債	 	
支払手形及び買掛金が６億19百万円増加、
短期借入金が22億50百万円増加したこと等
により、流動負債は前期末比28億98百万円
増加し、191億34百万円となりました。

5

6

7

固定負債	 	
退職給付に係る負債が94百万円増加、長期借
入金が４億71百万円増加しましたが、リース債
務（固定）が７億54百万円減少したことや、繰延
税金負債（固定）が５億14百万円減少したこと
等により、固定負債は前期末比8億63百万円
減少し、79億63百万円となりました。

純資産合計	 	
利益剰余金が17億57百万円増加しましたが、
その他有価証券評価差額金が11億30百万円
減少したことや、為替換算調整勘定が８億36
百万円減少したこと等により、純資産は前期末
比2億52百万円減少し、282億93百万円とな
りました。

売上高	 	
中期経営計画（2017年3月期〜2019年3月
期）の最終年を迎え、基本方針である「収益基
盤の強化」「 新事業・新商品開発」「 人材育成」
をさらに推し進め、着実に取り組んだ結果、売
上高は前期比2.2%増の603億44百万円とな
りました。

8

　QRコード※で利用可能な手荷物預かりロッカーを開発し
ました。「相鉄フレッサイン 日本橋茅場町」のセルフクローク
ロッカーとし
て採用されて
います。
※「QRコード」は株式

会社デンソーウェー
ブの登録商標です。

　これまでの交通系ICカード対応ロッカーの機能を強化し、QRコー
ド対応や日本で初めてスマートフォンを使って、コインロッカーの
予約ができる「スマ
ホdeロッカー」の新
サービス機能を搭載
した新型ターミナル
ロッカーを販売開始
しました。鉄道駅や
空港に設置されてい
ます。

QRコードを活用した
ロッカーを開発

交通系ICカード対応新型
ターミナルロッカーを販売開始3 4

代 表 取 締 役 社 長

川 名　 祥 之

　株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。以下、
当期のご報告等についてご説明いたします。

　当期の連結業績は、引
き続き、中期経営計画の
取り組みが着実な成果を
発揮し、前年度比2.2％の
増収となり、2期連続で過
去最高の売上高を更新しました。自動車部品事業では北米とアジア、セキュリ
ティ機器事業では国内外ともに伸長し、売上拡大に貢献しました。利益面では、
自動車部品事業における国内主要得意先の減産等の影響から前年度比0.1％
増にとどまりました。しかし、自動車部品事業ではASEANにおける実績が大幅
に伸長し、セキュリティ機器事業でも国内外で好調な伸長が見られ、利益拡大
が着実に進んだ結果、営業利益の下支えとなりました。

前期比

売 上 高： 603億 44百万円 2.2％増

営 業 利 益： 32 億 15百万円 0.1％増

当期（2018年度）の業績

前期比

売 上 高： 630億円 4.4％増

営 業 利 益： 31億 50百万円 2.0％減

　世界全体では緩やかに成長するものと予測されますが、米国に端を発した
保護主義的な通商政策が拡がっており、世界経済への影響が懸念されており
ます。このような状況の中、2020年3月期の連結業績の見通しは次のように
予想しております。

来期の業績予想

前期 当期 次期（予想）

配当（年間） 40 円 40 円 40 円

　当期末の配当金は、１株あたり25円とさせていただきました。これにより当
期の年間配当は中間配当15円と合わせて、合計40円となりました。（前期の年
間配当は40円）
　次期の配当金についても、年間40円を予定しております。

株主の皆さまへの配当
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2022
（計画）

2019
（予想）

20182016 20172015

新中期経営計画前中期経営計画

営業利益率（％）営業利益（億円）売上高（億円）

基本方針

目標達成に
向けた 1

新事業・新商品開発
成 長

2
収益基盤の強化

安 定
3

人材育成
、　 を実現するための1 2

8％以上

50％以上

25％以上

6％以上

700億円

数値目標

ROE

自己資本比率

新商品
売上高比率

営業利益率

売上高

42

31.5323230

13

603591

511500

原動力

4

5

6

1

2

3

前期末
2018年3月31日現在

当期末
2019年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 28,423 30,010

固定資産 25,167 25,363

　有形固定資産 16,329 17,556

　無形固定資産 1,812 3,059

　投資その他の資産 7,026 4,748

繰延資産 19 18

資産合計 53,610 55,392

【負債の部】

流動負債 16,236 19,134

固定負債 8,827 7,963

負債合計 25,064 27,098

【純資産の部】

株主資本 22,896 24,653

　資本金 2,760 2,760

　資本剰余金 2,952 2,952

　利益剰余金 17,762 19,519

　自己株式 △ 578 △ 578

その他の包括利益累計額 4,836 2,869

非支配株主持分 813 770

純資産合計 28,546 28,293

負債純資産合計 53,610 55,392

7

8

9

10

前 期
2017年 4月  1日〜
2018年 3月31日

当 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

売上高 59,060 60,344

売上原価 47,958 49,405

売上総利益 11,101 10,939

販売費及び一般管理費 7,889 7,723

営業利益 3,212 3,215

営業外収益 399 391

営業外費用 493 315

経常利益 3,118 3,291

特別利益 74 337

特別損失 543 490

税金等調整前当期純利益 2,650 3,137

当期純利益 2,112 2,231

非支配株主に帰属する当期純利益 88 92

親会社株主に帰属する当期純利益 2,024 2,139

株主の皆さまへ

当期（2018年度）の主な取り組み

連結財務諸表

連結貸借対照表の要約 連結損益計算書の要約 （単位 百万円）

11

12

前 期
2017年 4月  1日〜
2018年 3月31日

当 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,339 4,535

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,417 △ 4,865

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,968 1,317

現金及び現金同等物に係わる換算差額 86 △95

現金及び現金同等物の増減額 △ 961 892

現金及び現金同等物の期首残高 7,665 6,704

現金及び現金同等物の期末残高 6,704 7,596

連結キャッシュ・フロー計算書の要約 （単位 百万円）

（単位 百万円）

特　集

　さらなる企業価値の向上を目指し、新中期経営計画（2019-2022）を策定しました。
　前中期経営計画から引き続き、「新事業・新商品開発」、「収益基盤の強化」、「人材育成」の3つの基本方針の下、中期経営計画最終
年度の目標を達成すべく推し進めていきます。

新中期経営計画（2019-2022）を策定しました

　当社の主力製品であるドアハンドルについて、欧州での事業を更に
拡大し、塗装ドアハンドルに対する需要拡大が見込まれるため、フラン
ス・スロバキアの自動車用内外装塗装部品会社を子会社化しました。

　戸建・賃貸住宅用宅配
ボックス「ed-CUBE」を
販売開始しました。なお、
本製品は当社製の電気
錠と併せて設置すること
により、住戸の鍵である
ICカードや暗証番号を宅
配ボックスの鍵として使
用することが可能になり
ます。

収益基盤の強化
〜フランス・スロバキアの 
　自動車用内外装塗装部品会社を子会社化〜

戸建・賃貸住宅用宅配ボックスを
販売開始1 2 9

10

11

12

営業利益	 	
売上高が増加したことにより、前期比3百万円
増（0.1％増）の32億15百万円となりました。

経常利益	 	
営業利益が増加したことにより、前期比1億
72百万円増（5.5％増）の32億91百万円とな
りました。

親会社株主に帰属する当期純利益
前期比1億15百万円増（5.7％増）の21億39
百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フロー	 	
45億35百万円の収入となりました。主な収入
要因は減価償却費の計上であり、主な支出要
因は仕入債務の増加によります。

現金及び現金同等物の期末残高	 	
営業活動によるキャッシュ・フローの収入増、財
務活動によるキャッシュ・フローの収入増等が
あり、現金及び現金同等物の当期末残高は前
期末に比べ8億92百万円増加し75億96百万
円となりました。

1

2

3

4

流動資産	 	
現金及び預金が５億円増加、商品及び製品が
４億77百万円増加したこと等により、流動資
産は前期末比15億87百万円増加し、300億
10百万円となりました。

固定資産	 	
投資有価証券が17億39百万円減少しました
が、建設仮勘定が７億30百万円増加したこと
や、のれんが13億65百万円増加したこと等
により、固定資産は前期末比1億96百万円
増加し、253億63百万円となりました。

資産合計	 	
固定資産、流動資産がともに増加したことか
ら、総資産は前期末比17億81百万円増加
し、553億92百万円となりました。

流動負債	 	
支払手形及び買掛金が６億19百万円増加、
短期借入金が22億50百万円増加したこと等
により、流動負債は前期末比28億98百万円
増加し、191億34百万円となりました。

5

6

7

固定負債	 	
退職給付に係る負債が94百万円増加、長期借
入金が４億71百万円増加しましたが、リース債
務（固定）が７億54百万円減少したことや、繰延
税金負債（固定）が５億14百万円減少したこと
等により、固定負債は前期末比8億63百万円
減少し、79億63百万円となりました。

純資産合計	 	
利益剰余金が17億57百万円増加しましたが、
その他有価証券評価差額金が11億30百万円
減少したことや、為替換算調整勘定が８億36
百万円減少したこと等により、純資産は前期末
比2億52百万円減少し、282億93百万円とな
りました。

売上高	 	
中期経営計画（2017年3月期〜2019年3月
期）の最終年を迎え、基本方針である「収益基
盤の強化」「 新事業・新商品開発」「 人材育成」
をさらに推し進め、着実に取り組んだ結果、売
上高は前期比2.2%増の603億44百万円とな
りました。

8

　QRコード※で利用可能な手荷物預かりロッカーを開発し
ました。「相鉄フレッサイン 日本橋茅場町」のセルフクローク
ロッカーとし
て採用されて
います。
※「QRコード」は株式

会社デンソーウェー
ブの登録商標です。

　これまでの交通系ICカード対応ロッカーの機能を強化し、QRコー
ド対応や日本で初めてスマートフォンを使って、コインロッカーの
予約ができる「スマ
ホdeロッカー」の新
サービス機能を搭載
した新型ターミナル
ロッカーを販売開始
しました。鉄道駅や
空港に設置されてい
ます。

QRコードを活用した
ロッカーを開発

交通系ICカード対応新型
ターミナルロッカーを販売開始3 4

代 表 取 締 役 社 長

川 名　 祥 之

　株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。以下、
当期のご報告等についてご説明いたします。

　当期の連結業績は、引
き続き、中期経営計画の
取り組みが着実な成果を
発揮し、前年度比2.2％の
増収となり、2期連続で過
去最高の売上高を更新しました。自動車部品事業では北米とアジア、セキュリ
ティ機器事業では国内外ともに伸長し、売上拡大に貢献しました。利益面では、
自動車部品事業における国内主要得意先の減産等の影響から前年度比0.1％
増にとどまりました。しかし、自動車部品事業ではASEANにおける実績が大幅
に伸長し、セキュリティ機器事業でも国内外で好調な伸長が見られ、利益拡大
が着実に進んだ結果、営業利益の下支えとなりました。

前期比

売 上 高： 603億 44百万円 2.2％増

営 業 利 益： 32 億 15百万円 0.1％増

当期（2018年度）の業績

前期比

売 上 高： 630億円 4.4％増

営 業 利 益： 31億 50百万円 2.0％減

　世界全体では緩やかに成長するものと予測されますが、米国に端を発した
保護主義的な通商政策が拡がっており、世界経済への影響が懸念されており
ます。このような状況の中、2020年3月期の連結業績の見通しは次のように
予想しております。

来期の業績予想

前期 当期 次期（予想）

配当（年間） 40 円 40 円 40 円

　当期末の配当金は、１株あたり25円とさせていただきました。これにより当
期の年間配当は中間配当15円と合わせて、合計40円となりました。（前期の年
間配当は40円）
　次期の配当金についても、年間40円を予定しております。

株主の皆さまへの配当



株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするとともに、当社株
式への投資の魅力を高めることを目的として、株主優待制度
を導入しております。

100th ANNIVERSARY
年企業を目指して100

Innovation for Access

証券コード：3434

2018年度 報 告 書

2018年4月1日～2019年3月31日

株主の皆さまへ
自動車部品事業 セキュリティ機器事業

計
調整額 

（セグメント間
 取引消去）

連結損益計算書
計上額日本 北米 アジア 欧州 日本 海外

売上高 7,977
（△11.8%）

15,004
（+8.1%）

20,255
（+6.3%）

7,196
（△8.6%）

9,034
（+6.9%）

875
（+15.6%） 60,344 — 60,344

営業利益 △ 156
（—）

949
（△25.3%）

1,203
（+22.0%）

△ 26
（—）

976
（+6.7%）

356
（+50.8%） 3,302 △ 86 3,215

（単位 百万円）

 （　　）内は前期比増減率

セキュリティ機器事業自動車部品事業

● キーセット ● アウトサイドドアハンドル 
● インサイドドアハンドル 

● 電気錠 ● 南京錠 ● 自動販売機用・産業機器用ロック
● コインロッカー ● 貴重品ロッカー ● 宅配ロッカー

▲ 電動ステアリングロック

▲ アウトサイドドアハンドル インサイドドアハンドル ▲

インテリジェントキー ▲

▲ ステアリングロック

▲ 電気錠

▲ コインロッカー

▲ 南京錠▲ 貴重品ロッカー

連結財務ハイライト 会社情報（2019年3月31日現在）

連結セグメント情報

対象
毎年3月末日の株主名簿に記録された1単元（100株）以
上の株式を保有していただいている株主の皆さまを対象
とします。

ご優待
内容

所有株式数に応じて、以下の優待内容をお届けします。

所有株式数 贈呈内容

100株以上 1,500円相当 オリジナルカタログ掲
載の左記金額相当の
食品及び地方特産品
などから、ご希望商品
を1点贈呈いたします。

300株以上 2,000円相当

1,000株以上 3,000円相当

株主優待制度について

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
剰余金配当の基準日 期末配当　3月31日

中間配当　9月30日
1 単 元 の 株 式 数 100株
公 告 掲 載 紙 日本経済新聞
株 主 名 簿 管 理 人 特
別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
新東京郵便局私書箱29号
東京都府中市日鋼町1-1
電話 0120-232-711（通話料無料）

（注） 1. 証券会社等の口座に記録された株式に関するお問い合わせにつきましては、お取引のある
証券会社等にお問い合わせください。

 2. 未払い配当金につきましては、当社株主名簿管理人の三菱UFJ信託銀行全国本支店にて
お支払いの手続きをいたします。

 3. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座管理機関
である、三菱UFJ信託銀行にお問い合わせ下さい。

株主メモ 

連結セグメント情報

事業別の概況 地域別の概況

6.1％増

2.7％減16.4％

83.6％

●自動車部品事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

2.8％減1,970百万円
50,432百万円 1.2％増

●セキュリティ機器事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

15.7％増1,332百万円
9,909百万円 7.6％増

●日本

売 上 高

営業利益

前 期 比

820百万円
17,011百万円

●海外

売 上 高

営業利益

前 期 比

3.2％増2,482百万円
43,330百万円 4.2％増

71.8％ 28.2％

売上高 （百万円）

25,865

54,497

28,546

53,610

313

2,053

3,1182,950
3,212

51,066
59,060

27,295

51,519

△397

96

1,334

50,023

29,844

55,4682,000 2,024

2,517

1,651

48,613

営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 総資産・純資産 （百万円）

15/3 16/3 18/317/3

自己資本比率 （％）

純資産
総資産

15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/319/3 19/3 19/317/3

15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/317/3

52.1
51.3 51.7

46.0

28,293

55,392

3,2913,21560,344

2,139

19/319/3 19/3

49.7

▼詳しくは、以下のURLをご参照ください。

▶︎商品一例

https://www.kk-alpha.com/ir/benefit.html

社 名
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
主な事業内容	

営 業 所

株式会社アルファ（英文社名 ALPHA Corporation）
1923年4月14日
1938年4月27日
27億6千万円
432名（単体） 4,852（連結）
キー＆ロックを中心とした自動車部品・住宅製品・コインロッカー
製品の開発・製造・販売およびサービス・リース・オペレーション
大阪営業所

会社概要

本株主通信は、
環境保全のため再生紙を使用し、
「植物油インキ」で印刷しています。

株式会社アルファ
〒236-0004
神奈川県横浜市金沢区福浦一丁目6番8号

Tel  045-787-8401　 Mail  ir@kk-alpha.co.jp
https://www.kk-alpha.com ● 当社ＨＰもあわせてご覧ください

ＩＲに関する
お問い合わせ

日本・韓国リージョン .................................................4社 （うち非連結子会社：1社）
北米リージョン ..........................................................4社
中国リージョン ..........................................................4社 （うち非連結子会社：1社）
ASEAN・インドリージョン..........................................4社
欧州リージョン ..........................................................5社 （うち非連結子会社：1社）

グループ（国内：３社／海外：18社）

（注） 1. 取締役のうち、上坂こずえ氏、磯貝和敏氏の両氏は社外取締役であります。
 2. 監査役のうち、鈴木知己氏、藤間新氏の両氏は社外監査役であります。

上 坂 こ ず え
磯 貝　 和 敏
大 井　 信 幸
鈴 木　 知 己
藤 間　　 新

取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

代 表 取 締 役 社 長
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

川 名　 祥 之
佃　　 安 彦
斉 藤　 雄 一
山 本　 昌 明
入 澤　　 昭

役員

発行可能株式総数 .............................................................. 40,800,000株
発行済株式総数 .................................................................. 10,200,000株
株主数 ..........................................................................................10,566名

株式の状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記では自己株式を控除して計算しており
ます。

117,599株（1.2％）／27名
証券会社等

535,528株（5.6％）／65名
外国法人等

3,839,495株（40.2％）
10,354名

個人・その他
2,526,300株（26.4％）
27名

金融機関

その他国内法人
2,533,600株（26.5％）／93名

株式分布状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記大株主（上位10社）から除外し、 
持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

株式会社ハイレックスコーポレーション 1,710 17.90
株式会社三井住友銀行 477 4.99
日産東京販売ホールディングス株式会社 379 3.96
アルファ従業員持株会 314 3.29
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 239 2.51
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 238 2.49
株式会社りそな銀行 230 2.40
株式会社みずほ銀行 160 1.67
遠藤　宏 152 1.59
株式会社三菱UFJ銀行 150 1.57

大株主



株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするとともに、当社株
式への投資の魅力を高めることを目的として、株主優待制度
を導入しております。

100th ANNIVERSARY
年企業を目指して100

Innovation for Access

証券コード：3434

2018年度 報 告 書

2018年4月1日～2019年3月31日

株主の皆さまへ
自動車部品事業 セキュリティ機器事業

計
調整額 

（セグメント間
 取引消去）

連結損益計算書
計上額日本 北米 アジア 欧州 日本 海外

売上高 7,977
（△11.8%）

15,004
（+8.1%）

20,255
（+6.3%）

7,196
（△8.6%）

9,034
（+6.9%）

875
（+15.6%） 60,344 — 60,344

営業利益 △ 156
（—）

949
（△25.3%）

1,203
（+22.0%）

△ 26
（—）

976
（+6.7%）

356
（+50.8%） 3,302 △ 86 3,215

（単位 百万円）

 （　　）内は前期比増減率

セキュリティ機器事業自動車部品事業

● キーセット ● アウトサイドドアハンドル 
● インサイドドアハンドル 

● 電気錠 ● 南京錠 ● 自動販売機用・産業機器用ロック
● コインロッカー ● 貴重品ロッカー ● 宅配ロッカー

▲ 電動ステアリングロック

▲ アウトサイドドアハンドル インサイドドアハンドル ▲

インテリジェントキー ▲

▲ ステアリングロック

▲ 電気錠

▲ コインロッカー

▲ 南京錠▲ 貴重品ロッカー

連結財務ハイライト 会社情報（2019年3月31日現在）

連結セグメント情報

対象
毎年3月末日の株主名簿に記録された1単元（100株）以
上の株式を保有していただいている株主の皆さまを対象
とします。

ご優待
内容

所有株式数に応じて、以下の優待内容をお届けします。

所有株式数 贈呈内容

100株以上 1,500円相当 オリジナルカタログ掲
載の左記金額相当の
食品及び地方特産品
などから、ご希望商品
を1点贈呈いたします。

300株以上 2,000円相当

1,000株以上 3,000円相当

株主優待制度について

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
剰余金配当の基準日 期末配当　3月31日

中間配当　9月30日
1 単 元 の 株 式 数 100株
公 告 掲 載 紙 日本経済新聞
株 主 名 簿 管 理 人 特
別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
新東京郵便局私書箱29号
東京都府中市日鋼町1-1
電話 0120-232-711（通話料無料）

（注） 1. 証券会社等の口座に記録された株式に関するお問い合わせにつきましては、お取引のある
証券会社等にお問い合わせください。

 2. 未払い配当金につきましては、当社株主名簿管理人の三菱UFJ信託銀行全国本支店にて
お支払いの手続きをいたします。

 3. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座管理機関
である、三菱UFJ信託銀行にお問い合わせ下さい。

株主メモ 

連結セグメント情報

事業別の概況 地域別の概況

6.1％増

2.7％減16.4％

83.6％

●自動車部品事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

2.8％減1,970百万円
50,432百万円 1.2％増

●セキュリティ機器事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

15.7％増1,332百万円
9,909百万円 7.6％増

●日本

売 上 高

営業利益

前 期 比

820百万円
17,011百万円

●海外

売 上 高

営業利益

前 期 比

3.2％増2,482百万円
43,330百万円 4.2％増

71.8％ 28.2％

売上高 （百万円）

25,865

54,497

28,546

53,610

313

2,053

3,1182,950
3,212

51,066
59,060

27,295

51,519

△397

96

1,334

50,023

29,844

55,4682,000 2,024

2,517

1,651

48,613

営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 総資産・純資産 （百万円）

15/3 16/3 18/317/3

自己資本比率 （％）

純資産
総資産

15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/319/3 19/3 19/317/3

15/3 16/3 18/317/3 15/3 16/3 18/317/3

52.1
51.3 51.7

46.0

28,293

55,392

3,2913,21560,344

2,139

19/319/3 19/3

49.7

▼詳しくは、以下のURLをご参照ください。

▶︎商品一例

https://www.kk-alpha.com/ir/benefit.html

社 名
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
主な事業内容	

営 業 所

株式会社アルファ（英文社名 ALPHA Corporation）
1923年4月14日
1938年4月27日
27億6千万円
432名（単体） 4,852（連結）
キー＆ロックを中心とした自動車部品・住宅製品・コインロッカー
製品の開発・製造・販売およびサービス・リース・オペレーション
大阪営業所

会社概要

本株主通信は、
環境保全のため再生紙を使用し、
「植物油インキ」で印刷しています。

株式会社アルファ
〒236-0004
神奈川県横浜市金沢区福浦一丁目6番8号

Tel  045-787-8401　 Mail  ir@kk-alpha.co.jp
https://www.kk-alpha.com ● 当社ＨＰもあわせてご覧ください

ＩＲに関する
お問い合わせ

日本・韓国リージョン .................................................4社 （うち非連結子会社：1社）
北米リージョン ..........................................................4社
中国リージョン ..........................................................4社 （うち非連結子会社：1社）
ASEAN・インドリージョン..........................................4社
欧州リージョン ..........................................................5社 （うち非連結子会社：1社）

グループ（国内：３社／海外：18社）

（注） 1. 取締役のうち、上坂こずえ氏、磯貝和敏氏の両氏は社外取締役であります。
 2. 監査役のうち、鈴木知己氏、藤間新氏の両氏は社外監査役であります。

上 坂 こ ず え
磯 貝　 和 敏
大 井　 信 幸
鈴 木　 知 己
藤 間　　 新

取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

代 表 取 締 役 社 長
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

川 名　 祥 之
佃　　 安 彦
斉 藤　 雄 一
山 本　 昌 明
入 澤　　 昭

役員

発行可能株式総数 .............................................................. 40,800,000株
発行済株式総数 .................................................................. 10,200,000株
株主数 ..........................................................................................10,566名

株式の状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記では自己株式を控除して計算しており
ます。

117,599株（1.2％）／27名
証券会社等

535,528株（5.6％）／65名
外国法人等

3,839,495株（40.2％）
10,354名

個人・その他
2,526,300株（26.4％）
27名

金融機関

その他国内法人
2,533,600株（26.5％）／93名

株式分布状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記大株主（上位10社）から除外し、 
持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

株式会社ハイレックスコーポレーション 1,710 17.90
株式会社三井住友銀行 477 4.99
日産東京販売ホールディングス株式会社 379 3.96
アルファ従業員持株会 314 3.29
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 239 2.51
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 238 2.49
株式会社りそな銀行 230 2.40
株式会社みずほ銀行 160 1.67
遠藤　宏 152 1.59
株式会社三菱UFJ銀行 150 1.57

大株主


